
　蔵王町は宮城県南西部、霊峰蔵王連峰の麓にあ
り、四季の移り変わりを存分に堪能できる農業と
観光業が盛んな町です。蔵王のシンボル「御釜」
は約800年前の噴火でできた火口湖で、別名五色
沼と呼ばれており天候によってエメラルドグリー
ンや瑠璃色に変化する水をたたえ、荒々しい火口
壁との対比は神秘的で多くの方を魅了してきまし
た。
　
　
　
　
　
　
　
　
　蔵王町の春は雪解けから始まり、例年４月上旬
に開催される「雪の壁ウォーク」は蔵王エコーラ
インの道路両側にそびえ立つ10ｍの雪回廊を歩
きます。桜の開花時期と重なるため、１日で雪見
と花見が楽しめる格別な旅が味わえます。
　
　
　
　
　
　
　
　

　夏になると新緑が輝く季節になりドライブス
ポットとして多くの来訪者でにぎわいます。高山

蔵王のシンボル御釜

蔵王エコーライン　雪の壁ウォーク

仙台森林管理署

宮城県刈田郡蔵王町 植物の女王「コマクサ」や「アサギマダラ」と
いった植物もみられる蔵王連峰では毎年山の日に
「ざおうさまトレッキング」が開かれ、100名以
上の参加者が山を満喫しています。
　
　
　
　
　
　
　

　秋はナラやブナが黄色や赤に染まり紅葉狩り
シーズンです。また、県内１位の生産量を誇る梨
の最盛期となり、各農家の直売所ではみずみずし
い梨の購入や梨狩りの体験ができます。
　冬は「えぼしスキー場」と「すみかわスノーパ
ーク」でウィンターシーズンがオープンし、スキ
ーやスノーボードを楽しむ方でにぎわいます。日
本三大樹氷原である蔵王の樹氷は雪上車の「ワイ
ルドモンスター号」で向かう特別なツアーを開催
しています。
　
　
　
　
　
　
　
　

　蔵王町の四季折々の変化に富んだ観光資源は、
自然環境が織りなす宝物です。近年、環境破壊が
問題視される中、大切な資源を守り先人から受け
継いだ宝物を次代に贈る活動に日々取り組んでい
ます。

令和３年度「ざおうさまトレッキング」

雪上車で行く樹氷ツアー

問い合わせ先：蔵王町農林観光課　Tel.0224-33-2215
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　能代市は木材産業が盛んで、かつて「東洋一の
木都」と称されていました。この時代を象徴する
建物が「旧料亭金勇」です。昭和12年に迎賓館
として建てられ、平成10年には国の登録有形文
化財に登録、平成21年に市に寄贈されました。
天然秋田杉を贅沢に使った上品な造りとなってい
ます。

　能代市の名所の一つに「風の松原」があります。
東西幅１km、南北総延長14km、面積約760ha
で東京ドーム約163個分の広さです。能代はその
昔、飛砂による被害が多く、先人達の尽力によっ
て植林され、育てられた700万本ものクロマツ
は、現在も厳しい海風や飛砂からまちと人々を守
り続けています。その一部は、市民の散策、ジョ
ギング、憩いの場として利用されています。

旧料亭金勇

風の松原

米代西部森林管理署

秋田県能代市 　ところ変わって、能代市二ツ井町には天然秋田
杉の保護林があります。18.46haの林内には平均
樹齢250年、約2,800本の天然秋田杉が立ち並ん
でいます。中には、天然秋田杉として日本一の高
さを誇る「きみまち杉」（高さ58m、直径
164cm）もあり、気軽に散策・見学することが
できます。

　最後に「道の駅ふたつい～きみまちの里～」で
す。平成30年７月にリニューアルオープンした
建物には木材がふんだんに使われています。ま
た、歴史・民族資料コーナーは、米代川を中心に
発展した歴史文化や木材産業、道の駅周辺の動植
物の紹介のほか、中央部ガラス張りの床には、樹
齢約850年の杉の埋もれ木が展示されており、訪
れる人々の興味を引きつけます。周辺には桜やツ
ツジ、紅葉の名所「きみまち阪」、対岸には軽登
山や散策ができる「七座山」、カヌーの川下りが
体験できる「米代川」など見所満載です。

仁鮒水沢スギ希少個体群保護林

道の駅ふたつい（杉の埋もれ木）

問い合わせ先：●能代観光協会 Tel.0185－88－8802　●二ツ井町観光協会　Tel.0185－73－5075
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